
社
しゃかいふくしきょうぎかい

会福祉協議会とは
社
しゃかいふくしきょうぎかい

会福祉協議会（社
しゃきょう

協）は、誰
だれ

もが住
す

みなれた地
ち い き

域で安
あんしん

心した暮
く

らしができるよう、

住
じゅうみん

民が主
しゅたい

体となった様
さまざま

々な地
ちいきかつどう

域活動を推
すいしん

進する社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人です。

地
ち い き

域の皆
みな

さんとともに、より良
よ

いまちづくりをすすめています。

あんしんセンター事
じぎょう

業は市
しないかくくしゃかいふくしきょうぎかい

内各区社会福祉協議会が実
じ っ し

施しています。

＜専
せんもんそうだん

門相談＞（木
もく

曜
よう

日
び

/ 予
よ

約
やく

制
せい

）

相
そう

談
だん

の内
ない

容
よう

により、弁
べん

護
ご

士
し

とセンター職
しょくいん

員による法
ほう

律
りつ

・

福
ふく

祉
し

・生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

を行
おこな

います。

（横
よこはませいかつ

浜生活あんしんセンターＪＲ桜
さくらぎちょうえきまえ

木町駅前）

高
こうれい

齢の方
かた

や障
しょうがい

害のある方
かた

の生
せいかつ

活や金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

などに関
かん

する相
そうだん

談
をお受

う

けします。　　　　　　　　*** 相
そうだん

談は無
むりょう

料です ***

相
そう

談
だん

事
じ

例
れい

①	日
にちじょうてき

常的な金
きんせん

銭の管
かん

理
り

に

不
ふ

安
あん

がある。

②	身
か ら だ

体が不
ふ

自
じ

由
ゆう

等
など

で金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

に行
い

けない。

③	自
じ

分
ぶん

の亡
な

くなったあと

障
しょうがい

害のある子
こ

どもの

将
しょうらい

来に不
ふ

安
あん

がある。

④	成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

の内
ない

容
よう

や

手
て

続
つづ

き方
ほう

法
ほう

について知
し

りたい。

西
にし

区
く

社
しゃきょう

協あんしんセンター
場
ば

所
しょ

：〒220-0011	 横
よこはましにしくたかしま

浜市西区高島 2-7-1
	 ファーストプレイス横

よこはま

浜 3階
かい

利
り

用
よう

時
じ

間
かん

：月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

　午
ご

前
ぜん

9 時
じ

～午
ご

後
ご

5 時
じ

〔土
ど

・日
にち

・祝
しゅくじつ

日・年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

～1月
がつ

3日
にち

）を除
のぞ

く〕

電
でん

話
わ

：045-450-5298　FAX：045-451-3131
E-mail：nishisha@r5.dion.ne.jp

く しゃきょうにし

で ん わ

そう だん

まずは「西区社協あんしんセンター」にご相談ください

電話　045-450-5298
まずは「西区社協あんしんセンター」にご相談ください

電話　045-450-5298
至
桜
木
町

至川崎

至星川
相鉄線

東海道本線
根岸線

京浜
急行
線

至戸塚

至
上
大
岡

スカイビル
そごう

首都
高速
道路

国道１号
線

ルミネ東口

横浜駅

横浜中央
郵便局

スーパー
文化堂

日産横浜ビル

高島町高島２丁目
歩道橋

ガスト

平沼町
１丁目

万里橋 浅山橋

築地橋 LPG
スタンド

ヨコハマ
プラザホテル

みずほ
銀行

崎陽軒

西区社協
あんしんセンター
（１B、２Bより入館）

　社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人　横
よこ

浜
はま

市
し

西
にし

区
く

社
しゃかいふくしきょうぎかい

会福祉協議会

西区社協
あんしんセンター
西区社協

あんしんセンター

に　し　　く　　し　ゃ　きょう



権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

 事
じ

  業
ぎょう

生
せい

活
かつ

や金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

など幅
はばひろ

広く権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

に関
かん

する相
そうだん

談を受
う

けるとともに、福
ふく

祉
し

サービスの利
り

用
よう

や日
にちじょうてき

常的な金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

などが
困
こん

難
なん

な高
こう

齢
れい

の方
かた

や障
しょうがい

害のある方
かた

を支
し

援
えん

する事
じぎょう

業です。

自
じ

己
こ

決
けっ

定
てい

の尊
そんちょう

重・自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

の観
かん

点
てん

から、契
けい

約
やく

者
しゃ

本
ほん

人
にん

の意
い し

思に基
もと

づいて地
ち

域
いき

での生
せい

活
かつ

を支
ささ

えるため、次
つぎ

のサービスを
提
ていきょう

供します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※相
そうだん

談については裏
うらめん

面をご覧
らん

ください。

Ⅰ　福
ふく

祉
し

サービス利
り

用
よう

援
えん

助
じょ

、定
てい

期
き

訪
ほう

問
もん

・金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

サービス Ⅱ　預
よきんつうちょう

金通帳など財
ざいさんかんけいしょるいとうあず

産関係書類等預かりサービス

支
し

援
えん

計
けい

画
かく

書
しょ

に基
もと

づき、次
つぎ

のサービスを提
ていきょう

供します。

お手
て

伝
つだ

いできること

① センター職
しょくいん

員による定
て い き て き

期的な訪
ほうもん

問
② 介

かい

護
ご

保
ほ

険
けん

など、福
ふく

祉
し

サービスの利
り

用
よう

案
あん

内
ない

と手
て

続
つづ

き援
えんじょ

助
③ 預

よ

貯
ちょ

金
きん

の出
すい

納
とう

代
だい

理
り

・代
だいこう

行

お手
て

伝
つだ

いできないこと

① 買
か

い物
もの

・洗
せんたく

濯・介
かい

護
ご

・看
かん

護
ご

・通
つう

院
いん

の
付
つ

き添
そ

い
② 保

ほしょうにん

証人となること等
とう

福
ふく

祉
し

サービス利
り

用
よう

援
えん

助
じょ

、定
てい

期
き

訪
ほう

問
もん

・金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

サービス利
りようりょう

用料（１回
かい

につき）

区
く

　　分
ぶん

金
きん

　額
がく

生
せいかつほごじゅきゅうしゃ

活保護受給者 0 円
えん

市
し み ん ぜ い ひ か ぜ い し ゃ

民税非課税者 1,250 円
えん

市
し み ん ぜ い か ぜ い し ゃ

民税課税者（所
しょとく

得 250 万
まんえん

円未
み ま ん

満） 1,560 円
えん

市
し み ん ぜ い か ぜ い し ゃ

民税課税者（所
しょとく

得 250 万
まんえん

円以
いじょう

上） 1,875 円
えん

市
し み ん ぜ い か ぜ い し ゃ

民税課税者（所
しょとく

得 700 万
まんえん

円以
いじょう

上） 2,500 円
えん

＜サービスの対
たいしょう

象となる方
かた

＞

＊取
とりあつか

扱いの対
たいしょう

象は契
けいやくしゃほんにんめいぎ

約者本人名義の財
ざいさん

産の
みとなります。

①横
よこはましないざいじゅう

浜市内在住で概
おおむ

ね 65 歳
さいいじょう

以上の高
こうれい

齢の方
かた

、成
せいねん

年である障
しょうがい

害のある方
かた

（知
ち て き

的・精
せいしん

神・身
しんたいしょうがい

体障害）

②契
けいやくのうりょく

約能力およびサービス利
り よ う い し

用意思がある方
かた

③他
ほか

のサービス利
り よ う

用だけでは充
じゅうそく

足されず、本
ほん

サービス利
り よ う

用により安
あんてい

定した生
せいかつ

活を維
い じ

持できると見
み こ

込まれる方
かた

相
そうだん

談からサービス提
ていきょう

供までの流
なが

れ

相
そうだんうけつけ

談受付 訪
ほう

　問
もん

利
り

用
よう

する
サービスの計

けいかく

画
業
ぎょうむかんとくしんさかい

務監督審査会 契
けい

　約
やく

サービス提
ていきょう

供
来
らいしょ

所または電
でんわ

話にて相
そうだん

談を

受
うけつけ

付ます。

職
しょくいん

員が自
じ

宅
たく

等
とう

を訪
ほう

問
もん

し、心
しん

配
ぱい

ごとや

困
こま

りごとをお伺
うかが

い

します。

職
しょくいん

員と一
いっしょ

緒にど

のようなサービ

スを利
り

用
よう

するか

検
けん

討
とう

します。

センター事
じぎょうぜんぱん

業全般に関
かん

する指
し

導
どう

・

助
じょげん

言や必
ひつよう

要に応
おう

じて契
けいやくのうりょく

約能力の判
はんてい

定

を行
おこな

う機
きかん

関（月
つき

1 回
かいていれいかいさい

定例開催）

サービス利
り

用
よう

の可
か

否
ひ

について承
しょうにん

認を

得
え

ます。

利
り

用
よう

するサービス内
ないよう

容を確
かくにん

認

し、契
けいやくしょ

約書を取
と

り交
か

わします。

支
し

援
えん

計
けい

画
かく

書
しょ

に基
もと

づき、サービ

スを提
ていきょう

供します。

※ご利
り

用
よう

者
しゃ

が死
し

亡
ぼう

した時
とき

や意
い し のう りょく

思能力が喪
そうしつ

失したと判
はん

断
だん

された時
とき

、契
けい

約
やく

は終
しゅうりょう

了します。なお意
いしのうりょく

思能力喪
そう

失
しつ

後
ご

は必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

を活
かつ

用
よう

することになります。

お預
あず

かりできるもの

① 預
よ

貯
ちょ

金
きん

（定
てい

期
き

・定
てい

額
がく

）の通
つうちょう

帳など
② 有

ゆうかしょうけん

価証券
③ 証

しょうしょ

書（保
ほけんしょうしょ

険証書・不
ふどうさんけんりしょうしょ

動産権利証書・契
けいやくしょ

約書など）

お預
あず

かりできないもの

宝
ほう

石
せき

・貴
き

金
きん

属
ぞく

・書
しょ

画
が

・骨
こっ

董
とう

品
ひん

等
とう

預
よきんつうちょう

金通帳など財
ざいさんかんけいしょるいとう

産関係書類等

預
あず

かりサービス利
りようりょう

用料

区
く

　　分
ぶん

金
きん

　額
がく

生
せいかつほごじゅきゅうしゃ

活保護受給者 0 円
えん

その他
た

の者
もの 月

げつがく

額 250 円
えん

年
ねんがく

額 3,000 円
えん

財
ざい

産
さん

紛
ふん

失
しつ

を防
ふせ

ぐため、あんしんセンターが契
けいやく

約している金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

の貸
かし

金
きん

庫
こ

に保
ほ

管
かん

します。ただし、定
てい

期
き

性
せい

の預
よ

貯
ちょ

金
きん

等
とう

の資
し

産
さん

運
うん

用
よう

・管
かん

理
り

は行
おこな

いません。

原
げんそく

則「福
ふく

祉
し

サービス利
り

用
よう

援
えん

助
じょ

、定
てい

期
き

訪
ほう

問
もん

・金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

サービス」利
り

用
よう

者
しゃ

が対
たいしょう

象です。


